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1. システム概要 

 

本システムは、労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度事業を浸透させるため、ストレスチェックの受

検、高ストレス判定、個人のストレスプロフィール・職場ごとの健康リスクを評価する仕事のストレス判定図

の出力を行うものです。 

 

本マニュアルでは、ストレスチェックの実施結果を管理する「実施者用管理ツール」の操作方法について記

載しています。 
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2. ディレクトリ（フォルダ）構成 

 

実施者用管理ツール フォルダ構成は以下の通り。 
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3. 注意事項 

 

 使用にあたり、必ず「設置・設定マニュアル.pdf」、「受検者回答用アプリマニュアル.pdf」、「実施者

用管理ツールマニュアル.pdf」（本マニュアル）を事前によくお読みください。 

 

 「厚生労働省版ストレスチェック実施プログラム」のフォルダにはプログラムの実行に必要なファイルが

含まれています。「実施者用管理ツール」フォルダの中身の移動・修正等はストレスチェック実施プロ

グラムが動作しなくなるため行わないでください。 

 

● 実施者用管理ツールの「システム設定」、「職場登録」、「実施管理」が正しく設定されていない場合、

受検者による受検者回答用アプリのご利用はできません。 

 

● 個人情報漏えい防止のため、パスワードの保管・取り扱いには十分にご注意ください。 

 

● ＰＤＦ・エクセル・ＣＳＶの出力先は実施者のみがアクセスできるフォルダに保存されるように設定し

て下さい。 

 

● 本プログラムの登録可能件数はパソコンの処理能力やメモリ量により変化しますが、おおよそ最大３

万件程度を目安にご利用ください。 

人数が多い場合や、受験回数が多いことが想定される場合には、5 ページ「3 万件を超えるデータが

保存されることが想定される場合の設定例」のような設定方法などで「受検者回答用アプリ」と「実施

者用管理ツール」を分け最大登録件数を抑制し、運用してください。 

登録可能件数を超えた場合は、パソコンがフリーズするなどの予期できない動作を引き起こす 

可能性がありますのでご注意ください。 

 

● 「ダウンロード時の注意事項」が守られない、または「設置・設定マニュアル」、「受検者回答用アプリマ

ニュアル」、「実施者用管理ツールマニュアル」(本マニュアル)に記載されていない使用方法を行うこと

で生じた不都合について、厚生労働省及び開発依頼元並びに開発元では責任を負いかねます。 
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4. 動作環境 

 

実施者用管理ツールは以下の環境での動作を推奨しています。 

実施者用管理ツール 

 

・OS 

 Windows XP 

 Windows Vista 

 Windows 7 

 Windows 8 

 ※上記以外の OS についてはサポートしていません。 

 

・.Net Framework 

 3.5以上 

 

・画面の解像度 

 1024×768以上 
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5. ストレスチェック実施の流れ 

ストレスチェック実施前の流れを段階ごとの順番に沿って記載します。 

ストレスチェックの実施は受検者が回答用アプリから直接入力していただく方法と、紙で回収し管理者が

入力する方法の２種類による実施が可能です。 

（１）ストレスチェック実施前の流れ 

 

実施者管理ツールを起動すると、このようなメニュー画面が表示されます。 

初めて起動する場合は、初期設定が必要なものに赤枠の初期設定ガイドが表示されます。 

初期設定が完了するまで赤枠で示された以外の機能はロックされ使用できません。 

まずは赤枠の初期設定ガイドに従って、「システム設定」を開いてください。 
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① 「システム設定」画面内「環境設定」の登録実施 

23ページの「環境設定画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 
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② 「システム設定」内「ログインパスワード変更」の登録実施 

25ページの「ログインパスワード変更画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 
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③ 「システム設定」内「ファイルのパスワード変更」の登録実施 

27ページの「ファイルのパスワード変更画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 
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④ 「職場登録」の登録実施 

   

29ページの「職場登録画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 
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⑤ 「実施管理」の登録実施 

   

31ページの「実施管理画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 
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ストレスチェックが実施可能になります。 
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３万件を超えるデータが保存されることが想定される場合の設定例 

プログラムを実施する各年月＋各部署のプログラムを用意することで、それぞれのプログラムで登録時期と

人数を限定して、利用できる最大データ件数を増やします。 

 

① ダウンロード直後の「受検者回答用アプリ」を各年月と各部署ごとに用意します。 

 

 

② ダウンロード直後の「実施者用管理ツール」を各年月と各部署ごとに用意します。 
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③ 各年月と各部署ごとに用意した「受検者回答用アプリ」でそれぞれ受検したデータをそれぞれ同

じ各年月と部署ごとに用意した「実施者用管理ツール」へ取り込むため、それぞれの「実施者用

管理ツール」のメニュー画面から「システム設定」→「環境設定」の順に開き、「環境設定」画面

の「受験者回答用アプリのディレクトリ」にて、対応した年月と部署の「受検者回答用アプリ」のデ

ィレクトリ（フォルダ）を指定します。 

(例は 2015 年 10 月総務部の「実施者用管理ツール」の「システム設定」から「環境設定」を

開き、同じく 2015年 10月総務部の「受験者回答用アプリ」のディレクトリ（フォルダ）を指定

しています。) 

 

さらに、「システム設定」に戻り、「システム設定」→「実施管理」の順に開き、「実施管理」画面

の「実施期間」で各年月の１日から月末までの 1月分を設定します。 
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(例は 2015年 10月総務部の「実施者用管理ツール」の実施回を 

2015年 10月 1日から 2015年 10月 31日まで指定しています。) 

 

それぞれの部署に、対応する「受検者回答用アプリ」を公開し、設定された実施時期のストレスチェックを

受検してください。
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 (2) 受検者が回答用アプリから受検した場合の流れ 

 
①対象者一覧登録（任意） 

ここで事前にストレスチェックを行う対象者を登録することで、ストレスチェック開始後に 

「受検者・未受検者一覧」から対象者の受検状況を表示することができます。 

登録をしなくてもストレスチェックは実施可能ですが、登録がない場合 

「受検者・未受検者一覧」から対象者の受検状況を確認することはできません。 

37ページの「対象者一覧登録画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 

②ストレスチェックデータ登録（任意） 

必要があれば受検者回答用アプリで登録されたデータを確認・変更・削除を行います。 

34ページの「ストレスチェックデータ登録画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 

③受検者・未受検者一覧 

「ストレスチェックデータ登録」で登録した受検者と、「対象者一覧登録」で登録した受検者の 

対象者を比較し、未受検者の方を判定し受検状況を確認するために使用します。 

43ページの「受検者・未受検者一覧画面」を参照して、設定してください。 
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(３）ストレスチェックを紙で回収し管理者が入力する場合の流れ 

 
①対象者一覧登録（任意） 

事前にストレスチェックを行う対象者を登録します。 

任意の登録データで、登録した場合「③受検者・未受検者一覧」で未受検者を確認することが 

可能になります。37 ページの「対象者一覧登録画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 

②ストレスチェックデータ登録 

回収したストレスチェックの紙を見ながらデータの登録を行います。 

もしくは「エクセル」や「ＣＳＶ」などで入力したデータの「外部データ取込」を実施します。 

34ページの「ストレスチェックデータ登録画面」を参照して、設定してください。 

        ⇩ 

③受検者・未受検者一覧 

「ストレスチェックデータ登録」で登録した受検者と、「対象者一覧登録」で登録した受検者の 

対象者を比較し、未受検の方を調査するために使用します。 

43ページの「受検者・未受検者一覧画面」を参照して、設定してください。 
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(４)ストレスチェック実施後 

 
①ストレス分析(個人) 

個人のストレス分析を行い、分析結果を保存や印刷、メール送信などを実施することができます。 

46ページの「ストレス分析(個人)画面」を参照して、設定してください。 

②ストレス分析(職場) 

職場のストレスの分析を行い、分析結果を保存や印刷、メール送信などを実施することができます。 

50ページの「ストレス分析(職場)画面」を参照して、設定してください。 

③高ストレス者判定 

   高ストレス者一覧を判定し、判定結果を保存や印刷、メール送信などを実施することができます。 

   53ページの「高ストレス判定画面」を参照して、設定してください。 

④報告用データ 

   労基署へ報告するためのストレスチェック対象者人数・受検者人数を表示することができます。 

   58ページの「報告用データ画面」を参照して、設定してください。
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6. 画面説明 

 

(1) ログイン画面 

 

 

・概要 

実施者用管理ツールアプリケーション起動後に表示します。 

ログインパスワードを入力し、完全一致の場合にログインします。 

不一致の場合は画面レイアウト緑枠内にエラーメッセージを表示します。 

初期ログインパスワードは「stresscheck」になります。 

 

・動作説明 

「パスワード」入力欄 

ログインパスワードを入力します。ログインパスワードは、「ログインパスワード変更画面」で設定したも

のを使用します。 
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「ログイン」ボタン 

入力されたログインパスワードを確認し、完全一致の場合は「メニュー画面」へ遷移します。 

20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

不一致の場合は画面レイアウト赤枠内にエラーメッセージが赤文字で表示されます。 

(2) メニュー画面 

・概要 

「ログイン画面」から「ログイン」ボタン押下時（完全一致時）に、 

もしくは「メニュー画面」以降の画面から「MENU に戻る」ボタン押下時に表示します。 

実施者用管理ツール内の機能を実行する遷移先を示しており、 

本画面から「ログイン画面」に戻ることはできません。 

 

・動作説明 

「システム設定」ボタン 

「システム設定画面」へ遷移します。22 ページの「システム設定画面」を参照してください。 
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「職場登録」ボタン 

「職場登録画面」へ遷移します。29ページの「職場登録画面」を参照してください。 

 

「実施管理」ボタン 

「実施管理画面」へ遷移します。31ページの「実施管理画面」を参照してください。 

 

「ストレスチェックデータ登録」ボタン 

「ストレスチェックデータ登録画面」へ遷移します。 

34ページの「ストレスチェックデータ登録画面」を参照してください。 

 

「対象者一覧登録」ボタン 

「対象者一覧登録画面」へ遷移します。37 ページの「対象者一覧登録画面」を参照してください。 

 

「受検者・未受検者一覧」ボタン 

「受検者・未受検者一覧画面」へ遷移します。 

43ページの「受検者・未受検者一覧画面」を参照してください。 

 

「ストレス分析(個人)」ボタン 

「ストレス分析(個人)画面」へ遷移します。 

46ページの「ストレス分析(個人)画面」を参照してください。 

 

「ストレス分析(職場)」ボタン 

「ストレス分析(職場)画面」へ遷移します。 

50ページの「ストレス分析(職場)画面」を参照してください。 

 

「高ストレス者判定」ボタン 

「高ストレス者判定画面」へ遷移します。53 ページの「高ストレス判定画面」を参照してください。 

 

「報告用データ」ボタン 

「報告用データ画面」へ遷移します。58 ページの「報告用データ画面」を参照してください。 
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(3) システム設定画面 

 

・概要 

「メニュー画面」から「システム設定」ボタン押下後に表示します。 

「環境設定画面」、「ログインパスワード変更画面」へ遷移するための画面になります。 

 

・動作説明 

「環境設定」ボタン 

「環境設定画面」へ遷移します。23ページの「環境設定画面」を参照してください。 

 

「ログインパスワード変更」ボタン 

「ログインパスワード変更画面」へ遷移します。 

25ページの「ログインパスワード変更画面」を参照してください。 

 

「ファイルのパスワード変更」ボタン 

「ファイルのパスワード変更画面」へ遷移します。 

27ページの「ファイルのパスワード変更画面」を参照してください。 
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「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

 

(4) 環境設定画面 

 

・概要 

「システム画面」から「環境設定」ボタン押下後に表示します。 

受検者回答用アプリが格納されたディレクトリ（フォルダ）、 

ならびにストレス結果の出力先のフォルダを設定するための画面です。 

あわせて、受検者回答用アプリの入力項目に対しての必須項目を設定可能です。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「受検者回答用アプリのディレクトリ」入力欄 

受検者回答用アプリが存在するディレクトリ（フォルダ）を入力します。 

「…(参照)」ボタン押下で表示されるフォルダの選択ウィンドウからも入力可能です。 
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「ストレス結果の出力先フォルダ」入力欄 

ストレス結果の出力先フォルダを入力します。 

「…(参照)」ボタン押下で表示されるフォルダの選択ウィンドウからも入力可能です。 

 

「…(参照)」ボタン 

フォルダの選択ウィンドウを表示します。 

選択したフォルダのパス（アドレス）が隣の入力欄に表示されます。 

 

「受検者情報の必須項目」チェックボックス各種 

「受検者回答用アプリ」の「入力画面」で受検者が入力する必須項目を設定できます。 

ただし、以下の内容はストレス分析に必要な項目になるためチェックの解除はできません。 

・氏名 

・フリガナ 

・生年月日 

・性別 

・職場名 

 

「保存」ボタン 

「受検者回答用アプリのディレクトリ」「ストレス結果の出力先フォルダ」 

「必須項目」で設定した内容を保存（管理ツール設定ファイルに記載）します。 

「受検者回答用アプリのディレクトリ」「ストレス結果の出力先フォルダ」の 

どちらかの設定に問題がある場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

「システム設定に戻る」ボタン 

システム設定画面へ遷移します。22ページの「システム設定画面」を参照してください。 

各項目の入力設定後に「保存」ボタンを押下せずに「システム設定に戻る」ボタンを押下すると、 

各項目の入力設定した内容は保存されずにシステム設定画面へ遷移します。 
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(5) ログインパスワード変更画面 

 

 

・概要 

「システム画面」から「ログインパスワード変更」ボタン押下後に表示します。 

管理ツールのログインパスワードを変更するために使用します。 

画面表示時のパスワード入力時は＊（アスタリスク）で表示されます。 

問題が発生した場合は画面レイアウト緑枠内にエラーメッセージを赤文字で表示します。 

 

・動作説明 

「ログインパスワード」入力欄 

ログインパスワードを入力します。半角英数字 16文字まで入力可能です。 

英字のみ、数字のみの入力も可能ですが、英字・数字を含んだパスワードを推奨します。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 
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「変更」ボタン 

確認入力用の「パスワード再入力画面」を表示します。 

入力されたパスワードが６文字以上でない場合はエラーメッセージを表示します。 

 

「システム設定に戻る」ボタン 

「システム設定画面」へ遷移します。22 ページの「システム設定画面」を参照してください。 

 

(6) パスワード再入力画面 

 

 

・概要 

「パスワード変更画面」から「変更」ボタン押下後に表示します。 

確認のためにパスワードの再入力を行う必要があります。 

パスワードの表示状態(＊／原文)は前画面の表示状態を継続します。 

問題が発生した場合は画面レイアウト緑枠内にエラーメッセージを赤文字で表示します。 

 

・動作説明 

「確認パスワード」入力欄 

確認パスワードを入力します。「ログインパスワード変更画面」の「ログインパスワード」入力欄と 

同じログインパスワードを入力してください。 

 

「OK」ボタン 

「ログインパスワード変更画面」の「ログインパスワード」入力欄と「確認パスワード」入力欄の 

入力が一致していれば、ログインパスワードを変更します。 

不一致の場合はエラーメッセージを表示します。 

 

 



27 

 

※個人情報漏えい防止のため、ログインパスワードの保管・取り扱いには十分にご注意ください。 

※ログインパスワードを紛失すると、「実施者管理ツール」へログインできなくなります。ご注意ください。 

(7) ファイルのパスワード変更画面 

 

・概要 

「システム画面」から「ファイルのパスワード変更」ボタン押下後に表示します。 

管理ツールのファイルのパスワードを変更するために使用します。 

画面表示時のパスワード入力時は＊（アスタリスク）で表示されます。 

問題が発生した場合は画面レイアウト緑枠内にエラーメッセージを赤文字で表示します。 

 

・動作説明 

「ファイルのパスワード」入力欄 

ファイルのパスワードを入力します。16文字まで入力可能です。 

   英字のみ、数字のみの入力も可能ですが、英字・数字を含んだパスワードを推奨します。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 
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「変更」ボタン 

確認入力用のポップアップ画面を表示します。 

入力されたパスワードが６文字以上でない場合はエラーメッセージを表示します。 

 

「システム設定に戻る」ボタン 

「システム設定画面」へ遷移します。22 ページの「システム設定画面」を参照してください。 

 

(8) パスワード再入力画面 

 

 

・概要 

「パスワード変更画面」から「変更」ボタン押下後に表示します。 

確認のためにパスワードの再入力を行う必要があります。 

パスワードの表示状態(＊／原文)は前画面の表示状態を継続します。 

問題が発生した場合は画面レイアウト緑枠内にエラーメッセージを赤文字で表示します。 

 

・動作説明 

「確認パスワード」入力欄 

確認パスワードを入力します。「ファイルのパスワード変更画面」の「ファイルのパスワード」入力欄と 

同じファイルのパスワードを入力してください。 

 

「OK」ボタン 

「ファイルのパスワード変更画面」の「ファイルのパスワード」入力欄と「確認パスワード」入力欄の 

入力が一致していれば、ファイルのパスワードを変更します。 

不一致の場合はエラーメッセージを表示します。 

 

※個人情報漏えい防止のため、パスワードの保管・取り扱いには十分にご注意ください。 
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(9) 職場登録画面 

・概要 

「メニュー画面」から「職場登録」ボタン押下後に表示します。 

職場コード、職場名の追加／変更／削除を行います。 

ここで登録された職場は「受検者回答用アプリ」で選択可能な職場として表示されます。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「保存」ボタン 

記載されている職場コード、職場名を職場データファイルに保存します。 

エラー条件が成立した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

なお複数のエラー条件が成立した場合は始めにエラー条件成立した内容のみ表示します。 
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一覧 

職場データの確認・変更・削除に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能となります。 

 

①「職場コード」入力欄列 

職場コードを入力します。16文字まで入力可能です。 

 

②「職場名」入力欄列 

職場名を入力します。60文字まで入力可能です。 

 

「行削除」ボタン 

確認のポップアップウィンドウを表示します。 

「はい」を押下すると「職場データ」一覧で選択中のセルの行の 

職場データを削除します。 

 

「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

入力欄に入力後に「保存」ボタン押下していない場合、 

職場データファイルに内容の保存は行いません。 
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(10) 実施管理画面 

 

 

・概要 

「メニュー画面「から「実施管理」ボタン押下後に表示します。 

ストレスチェックの実施回、実施方法、実施期間、実施責任者、実施責任者の役職、 

実施状況の追加・変更・削除を行います。 

現在の実施状況が「実施中」の実施回を、「受検者回答用アプリ」では登録することが可能です。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回」入力欄 

実施回を入力します。半角数字のみ 3桁まで入力可能です。 

一覧で選択したセルの行の実施の「実施回」が表示されます。 

ただし、一覧に表示中の実施の実施回は変更できません。 
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「実施方法選択」選択欄 

実施方法を選択します。「標準版：57項目」／「簡易版：23項目」が選択可能です。 

一覧で選択したセルの行の実施の「実施方法」が表示されます。 

ただし、一覧に表示中の実施の実施方法は変更できません。 

 

「実施期間」選択欄 

実施開始期間と実施終了期間を入力します。 

一覧で選択したセルの行の実施の「実施開始期間」、「実施終了期間」が表示されます。 

一覧に表示中の実施の実施期間も変更可能です。 

 

「実施責任者」入力欄 

実施責任者の名前を入力します。40文字まで入力可能です。 

一覧で選択したセルの行の実施の「実施責任者」が表示されます。 

一覧に表示中の実施責任者も変更可能です。 

 

「役職」入力欄 

実施責任者の役職を入力します。10文字まで入力可能です。 

一覧で選択したセルの行の「役職」が表示されます。 

一覧に表示中の役職も変更可能です。 

 

「実施状況」チェックボックス 

実施中にする場合にチェックを付けてください。 

実施状況が「実施中」となる実施回は 1 つのみとなります。 

一覧で選択したセルの行の「実施状況」が「実施中」の場合、チェックが付きます。 

（ただし、実施期間が過日の場合は実施中にすることはできません） 

一覧に表示中の実施状況も変更可能です。 

 

一覧 

実施履歴データの確認・変更・削除に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

 

①「実施回」表示欄列 

実施回を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

②「実施方法」表示欄列 

実施方法を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 



33 

 

③「実施開始期間」表示欄列 

実施開始期間を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

④「実施終了期間」表示欄列 

実施終了期間を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑤「実施責任者」表示欄列 

実施責任者を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑥「役職」表示欄列 

役職を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑦「実施状況」選択欄列 

実施状況を選択します。「実施中」が選択可能です。 

1 つの行の実施状況を「実施中」にすると他の行の実施状況が未選択の状態になります。 

画面遷移時に「実施中」の「実施終了期間」を過ぎていた場合、未選択状態となります。 

 

「行削除」ボタン 

確認のポップアップウィンドウを表示します。 

「はい」を押下すると「実施履歴データ」一覧で選択中のセルの行の実施履歴データを削除します。 

 

「保存」ボタン 

「実施回」入力欄、「実証方法」選択欄、「実施期間」選択欄、「実施責任者」入力欄、 

「役職」入力欄、「実施状況」チェックボックスの内容を実施管理データに保存します。 

「実施回」が同じデータがある場合は上書きします。 

ただし、「実施回」が同じデータがある場合に「実施方法」が変更された場合は 

ポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

入力内容に不備があった場合も同様にエラーメッセージを表示します。 

 

「新規実施を作成」ボタン 

「実証方法」選択欄、「実施責任者」入力欄、「役職」入力欄の内容を 

最新の実施回からコピーします。 

「実施回」入力欄は最新の実施回の次回数が入力されます。 

「実施期間」選択欄は現在の日付が入力されます。 

「実施状況」チェックボックスはチェックが付けられます。 
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「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

各入力欄へ入力後に「保存」ボタン押下していない場合、 

実施管理データに内容の保存は行いません。 

 

(11) ストレスチェックデータ登録画面  

・概要 

「メニュー画面」から「ストレスチェックデータ登録」ボタン押下後に、 

指定した実施回の回答データを取得し表示します。 

「実施回選択」選択欄より実施回を選択後、新規回答データの登録、登録済みデータの修正、 

削除が可能です。また、外部データ(Excel ファイル,CSV ファイル)の取り込みも可能です。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択できます。選択後、実施回の受検者回答データを取得し画面に表示します。 



35 

 

一覧 

ストレスチェックデータの確認・変更・削除に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

また、同様の形式の Excel ファイルからコピー＆ペーストでデータの登録が可能です。 

 

①「ID番号」入力欄列 

ID番号を表示します。入力はできません。 

ID番号は回答データの取り込み時、また「保存」ボタン押下時に自動で採番されます。 

 

②「氏名」入力欄列 

氏名を入力します。40文字まで入力可能です。 

 

③「フリガナ」入力欄列 

フリガナを入力します。40文字まで入力可能です。 

 

④「生年月日(西暦)」入力欄列 

生年月日を入力します。yyyy/MM/dd形式で 12桁まで入力可能です。 

 

⑤「性別」選択欄列 

性別を選択します。「男性」／「女性」が選択可能です。 

 

⑥「社員 ID」入力欄列 

社員 ID を入力します。16文字まで入力可能です。 

 

⑦「職場コード」選択欄列 

職場コードを選択します。 

職場データファイルに記載されている職場コードが選択可能です。 

選択した職場コードに紐付く職場名が「職場名」選択欄に自動で表示されます。 

 

⑧「職場名」選択欄列 

職場名を選択します。職場データファイルに記載されている職場名が選択可能です。 

選択した職場名に紐付く職場コードが「職場コード」選択欄に自動で表示されます。 

 

⑨「メールアドレス」入力欄列 

メールアドレスを入力します。256文字まで入力可能です。 
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⑩「電話番号」入力欄列 

電話番号を入力します。11文字まで入力可能です。 

 

⑪「内線番号」入力欄列 

内線番号を入力します。11文字まで入力可能です。 

 

⑫「備考」入力欄列 

備考を入力します。200文字まで入力可能です。 

 

⑬「管理者コメント」入力欄列 

管理者コメントを入力します。200文字まで入力可能です。 

 

⑭「回答」選択欄列(57列、または 23列) 

ストレスチェックの質問の回答を選択します。「1」／「2」／「3」／「4」が選択可能です。 

「実施回選択」選択欄で選択された実施回の実施方法が「標準版」の場合 57項目分、 

「簡易版」の場合 23項目分の列が表示されます。 

 

「行削除」ボタン 

確認のポップアップウィンドウを表示します。 

「はい」を押下すると「ストレスチェックデータ」一覧で選択中のセルの行の回答データを削除します。 

 

「外部データ取込(Excel,CSV)」ボタン 

「ストレスチェックデータ」一覧と同様の形式の回答データが記載されている Excel ファイル 

又は CSV ファイルを読み込み、画面内に情報を表示します。 

ただし、ID番号は取込後「保存」ボタンで再採番されるため入力内容は無効になります。 

データの項目名や項目数が違う場合はエラーメッセージを表示し、取り込みをキャンセルします。 

取込するためのファイルフォーマットは以下になります。 

 

フォーマットについてはこのマニュアルと同じフォルダ内にある「外部データ取込サンプル」フォルダ 

にサンプルを同梱しておりますのでそちらをご確認ください。 

 

「保存」ボタン 

「ストレスチェックデータ」一覧の内容を回答データファイルに保存します。 

未入力の必須項目がある場合、また形式の違う項目がある場合はエラーメッセージを表示します。 

※必須項目は「氏名」「フリガナ」「生年月日(西暦)」「性別」「職場コード」「職場名」「回答」です。 
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「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

「ストレスチェックデータ」一覧に入力後、「保存」ボタン押下していない場合、 

回答データファイルに内容の保存は行いません。 

(12) 対象者一覧登録画面 

 

・概要 

「メニュー画面」から「対象者一覧登録」ボタン押下後、 

指定した実施回の対象者データを取得し表示します。 

「実施回選択」選択欄より実施回を選択後、受検対象者を登録します。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択します。選択後、実施回の対象者データを取得し画面に表示します。 

 

一覧 

対象者データの確認・変更・削除に使用します。各列の幅は変更可能です。 
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ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

 

対象者一覧登録画面にはファイルからインポートする機能はありませんが、同じ形式の Excel 

ファイルからコピー＆ペーストでデータの登録が可能です。 

※「職場の登録」されていない職場コード・職場名を「対象者一覧登録画面」で登録しようと 

するとエラーが発生します。登録された職場コード・職場名のみ使用し登録してください。 

 

コピー＆ペーストでのデータの登録方法 

１．下記のように「対象者一覧画面」と同じ形式の Excel ファイルを準備し、開きます。 

 

 

２．登録する対象者を選択します。 
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3．右クリック押下し、選択した対象者をコピーします。(Ctrl+C でも可。) 

 

 

4．対象者一覧登録画面の氏名欄をクリックし、カーソルをあわせます。 
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5．右クリック押下し、貼り付けを実行します。(Ctrl+Vでも可。) 

 

 

6．対象者一覧登録画面に対象者が追加されます。 
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①「氏名」入力欄列 

氏名を入力します。40文字まで入力可能です。 

 

②「フリガナ」入力欄列 

フリガナを入力します。40文字まで入力可能です。 

 

③「生年月日(西暦)」入力欄列 

生年月日を入力します。yyyy/MM/dd形式で 12桁まで入力可能です。 

 

④「社員 ID」入力欄列 

社員 ID を入力します。16文字まで入力可能です。 

 

⑤「性別」選択欄列 

性別を選択します。「男性」／「女性」が選択可能です。 

 

⑥「職場コード」選択欄列 

職場コードを選択します。 

職場データファイルに記載されている職場コードが選択可能です。 

選択した職場コードに紐付く職場名が「職場名」選択欄に自動で表示されます。 

 

⑦「職場名」選択欄列 

職場名を選択します。 

職場データファイルに記載されている職場名が選択可能です。 

選択した職場名に紐付く職場コードが「職場コード」選択欄に自動で表示されます。 

 

⑧「メールアドレス」入力欄列 

メールアドレスを入力します。256文字まで入力可能です。 

 

⑨「電話番号」入力欄列 

電話番号を入力します。11文字まで入力可能です。 

 

⑩「内線番号」入力欄列 

内線番号を入力します。11文字まで入力可能です。 
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「行削除」ボタン 

確認のポップアップウィンドウを表示します。 

「はい」を押下すると「対象者データ」一覧で選択中のセルの行の 

回答データを削除します。 

 

「保存」ボタン： 

「対象者データ」一覧の内容を対象者データファイルに保存します。 

フリガナ・生年月日が同じ対象者がいる場合や、 

必須項目が未入力の場合にエラーメッセージを表示します。 

必須項目は「フリガナ」「生年月日(西暦)」です。 

 

「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

「対象者データ」一覧に入力後、「保存」ボタン押下していない場合、 

対象者データファイルに内容の保存は行いません。 
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(13) 受検者・未受検者一覧画面 

 

・概要 

「メニュー画面」から「受検者・未受検者一覧」ボタン押下後に、 

指定した実施回の対象者データを取得し「受検者一覧」と「未受検者一覧」を表示します。 

受検者一覧には回答データが存在する受検者の情報を表示し、 

未受検者一覧には対象者データに存在する受検者のうち、 

回答データが存在しない受検者の情報を表示します。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択します。 

選択後、実施回の対象者データ・回答データを取得し、 

受検者／未受検者を一覧に表示します。 
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一覧 

受検者・未受検者データの確認に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

 

①「ID番号」表示欄列 

ID番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

②「社員 ID」表示欄列 

社員 ID を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

③「氏名」表示欄列 

氏名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

④「フリガナ」表示欄列 

フリガナを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑤「職場コード」表示欄列 

職場コードを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑥「職場名」表示欄列 

職場名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑦「生年月日(西暦)」表示欄列 

生年月日を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑧ 「性別」表示欄列 

性別を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑨「メールアドレス」表示欄列 

メールアドレスを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑩「電話番号」表示欄列 

電話番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑪「内線番号」表示欄列 

内線番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 
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⑫「備考」表示欄列 

備考を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

「受検者一覧を Excel,CSV保存」ボタン 

「受検者一覧」一覧の内容を Excel又は CSVの形式に変換し、 

「ファイルのパスワード」入力欄のパスワードロックをかけた ZIP ファイルとして保存します。 

保存するディレクトリ（フォルダ）パスは、「ストレス結果の出力先フォルダ」からパス情報を取得し、 

「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\受検者・未受検者一覧\ 

受検者一覧_M(.xls又は.csv)」で保存します。 

(N：選択された実施回),(M：連番) 

 

「未受検者一覧を Excel,CSV保存」ボタン 

「未受検者一覧」一覧の内容を Excel又は CSV の形式に変換し、 

「ファイルのパスワード」入力欄のパスワードロックをかけた ZIP ファイルとして保存します。 

保存するディレクトリ（フォルダ）パスは、「ストレス結果の出力先フォルダ」からパス情報を取得し、 

「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\受検者・未受検者一覧\ 

未受検者一覧_M(.xls又は.csv)」で保存します。 

(N：選択された実施回),(M：連番) 

 

「ファイルのパスワード」入力欄 

「受検者一覧」「未受検者一覧」を Excel又は CSV保存する際に 

ロックをかけるパスワードを入力します。16文字まで入力可能です。 

また、本入力欄は他画面(「ストレス分析(個人)画面」、「ストレス分析(職場)画面」、 

「高ストレス判定画面」)のパスワード入力欄とリンクしているため、 

本入力欄で入力した内容は他画面の入力欄に表示されます。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 

また、本チェックボックスの状態は他画面(「ストレス分析(個人)画面」、 

「ストレス分析(職場)画面」、「高ストレス判定画面」)のパスワードを表示する 

チェックボックスとリンクしているため、本チェックボックスの状態は他画面の 

チェックボックスの状態に反映されます。 
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「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 

 

(14) ストレス分析(個人)画面 

 

 

・概要 

「メニュー画面」から「ストレス分析(個人)」ボタン押下後に、 

指定した実施回の回答データを取得し「受検者一覧」を表示します。 

受検者のストレス分析結果の帳票のプレビュー、印刷、PDF保存が可能です。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択します。選択後、実施回の回答データを取得し受検者の情報を 

一覧に表示します。 
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「帳票の形式」選択欄 

プレビュー、印刷、PDF保存時に出力する帳票の形式を選択します。 

下記の帳票が選択可能です。 

・「あなたのストレスプロフィール①（レーダーチャート）」(ストレス状態の判定図) 

・「あなたのストレスプロフィール②（通知文）」(ストレス状態の説明文) 

 

一覧 

帳票を出力する受検者の選択・確認に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

 

①「選択用」チェックボックス列 

帳票を出力したい場合、チェックを付けます。 

 

②「ID番号」表示欄列 

ID番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

③「社員 ID」表示欄列 

社員 ID を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

④「氏名」表示欄列 

氏名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑤「フリガナ」表示欄列 

フリガナを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑥「職場コード」表示欄列 

職場コードを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑦「職場名」表示欄列 

職場名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑧「生年月日(西暦)」表示欄列 

生年月日を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑨ 「性別」表示欄列 

性別を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 
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⑩「メールアドレス」表示欄列 

メールアドレスを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑪「電話番号」表示欄列 

電話番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑫「内線番号」表示欄列 

内線番号を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑬「備考」表示欄列 

備考を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑭「管理者コメント」表示欄列 

管理者コメントを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

 

「全て選択」ボタン 

受検者全員の選択に使用します。 

「受検者一覧」一覧の全てチェックボックスにチェックを付けます。 

 

「クリア」ボタン 

受検者全員の選択の解除に使用します。 

「受検者一覧」一覧の全てのチェックボックスのチェックを外します。 

 

「保存フォルダを開く」ボタン 

選択中の実施回の選択中の受検者の帳票が保存されているフォルダ 

(ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\ 

ストレス分析（個人）\受検者名)を開きます。 

(N：選択された実施回) 

複数選択されていた場合は複数のフォルダを開きます。 

フォルダが存在しない場合はエラーメッセージを表示します。 

 

「メールソフト起動」ボタン 

操作中のパソコンに設定されているメールソフトのメール送信ウィンドウを表示し、 

選択中の受検者のメールアドレスがあれば宛先にセットします。 
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複数選択されていた場合は複数のメール送信ウィンドウを表示します。 

メールアドレスが存在しない場合はエラーメッセージを表示します。 

 

「プレビュー」ボタン 

選択中の受検者の、「帳票の形式を選択」選択欄で選択した帳票の 

印刷プレビュー画面を表示します。（以下、「印刷」「PDF保存」も出力する内容は同じです。） 

 

「印刷」ボタン 

帳票を印刷します。 

 

「PDF保存」ボタン 

帳票を PDF に変換し、「ファイルのパスワード」入力欄のパスワードロックをかけた 

ZIP ファイルとして保存します。 

保存の際に管理ツール設定ファイルから「ストレス結果の出力先フォルダ」を 

取得し、「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\ストレス分析（個人）\ 

ID番号+受検者名\帳票名_M.pdf」で保存します。 

(N：選択された実施回)(M：連番) 

パスワードが未入力の場合エラーメッセージを表示します。 

 

「ファイルのパスワード」入力欄 

帳票を PDF保存する際にロックをかけるパスワードを入力します。16文字まで入力可能です。 

また、本入力欄は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、「ストレス分析(職場)画面」、 

「高ストレス判定画面」)のパスワード入力欄とリンクしているため、 

本入力欄で入力した内容は他画面の入力欄に表示されます。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 

また、本チェックボックスの状態は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、 

「ストレス分析(職場)画面」、「高ストレス判定画面」)のパスワードを表示する 

チェックボックスとリンクしており、本チェックボックスの状態は他画面の 

チェックボックスの状態に反映されます。 

 

「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 
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(15) ストレス分析(職場)画面 

 

 

・概要 

「メニュー画面」から「ストレス分析(職場)」ボタン押下後に 

指定した実施回の回答データと職場データを取得し「職場一覧」を表示します。 

職場のストレス分析結果の帳票のプレビュー、印刷、PDF保存が可能です。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択します。選択後、選択した実施回の回答データを取得します。 

 

「帳票の形式」選択欄 

プレビュー、印刷、PDF保存時に出力する帳票の形式を選択します。 

下記の帳票が選択可能です。 

・「ストレス判定図 一つの職場(男女用)」 
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・「ストレス判定図 一つの職場(男性用)」 

・「ストレス判定図 一つの職場(女性用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場(男女用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場(男性用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場(女性用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場の合算(男女用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場の合算(男性用)」 

・「ストレス判定図 複数の職場の合算(女性用)」 

 

一覧 

帳票を出力する職場の選択・確認に使用します。各列の幅は変更可能です。 

ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

 

①「選択用」チェックボックス列 

帳票を出力したい場合、チェックを付けます。 

 

②「職場コード」表示欄列 

職場コードを表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

③「職場名」表示欄列 

職場名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

「全て選択」ボタン 

全て職場の選択に使用します。 

「職場一覧」一覧の全てチェックボックスにチェックを付けます。 

 

「クリア」ボタン 

全ての職場の選択の解除に使用します。 

「職場一覧」一覧の全てのチェックボックスのチェックを外します。 

 

「保存フォルダを開く」ボタン 

選択中の実施回の選択中の職場の帳票が保存されているフォルダ 

(ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\ストレス分析（職場）\ 

(一つの職場\職場名又は複数の職場))を開きます。 

(N：選択された実施回) 

複数選択されていた場合は複数のフォルダを開きます。 
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フォルダが存在しない場合はエラーメッセージを出力します。 

「メールソフト起動」ボタン 

操作中のパソコンに設定されているメールソフトのメール送信ウィンドウを起動します。 

 

「プレビュー」ボタン 

選択中の職場の、「帳票の形式を選択」選択欄で選択した帳票の 

印刷プレビュー画面を表示します。（以下、「印刷」「PDF保存」も出力する内容は同じです。） 

 

「印刷」ボタン 

帳票を印刷します。 

 

「PDF保存」ボタン 

帳票を PDF に変換し、「ファイルのパスワード」入力欄のパスワードロックをかけた 

ZIP ファイルとして保存します。 

保存の際に管理ツール設定ファイルから「ストレス結果の出力先フォルダ」を 

取得し、「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\ストレス分析（職場）\ 

(一つの職場\職場名又は複数の職場)\帳票名_M.pdf」で保存します。 

(N：選択された実施回)(M：連番) 

パスワードが未入力の場合エラーメッセージを表示します。 

 

「ファイルのパスワード」入力欄 

帳票を PDF保存する際にロックをかけるパスワードを入力します。16文字まで入力可能です。 

また、本入力欄は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、「ストレス分析(個人)画面」、 

「高ストレス判定画面」)のパスワード入力欄とリンクしており、 

本入力欄で入力した内容は他画面の入力欄に表示されます。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 

また、本チェックボックスの状態は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、 

「ストレス分析(個人)画面」、「高ストレス判定画面」)のパスワードを表示する 

チェックボックスとリンクしており、本チェックボックスの状態は他画面の 

チェックボックスの状態に反映されます。 

 

「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 
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(16) 高ストレス判定画面 

 

 

・概要 

「メニュー画面」から「高ストレス者判定」ボタン押下後に、 

指定した実施回の回答データを取得し「高ストレス者一覧」を表示します。 

高ストレス者一覧表のプレビュー、印刷、PDF保存が可能です。 

また、高ストレス者の判定点数を編集し、再判定を行います。 

問題が発生した場合はポップアップウィンドウでエラーメッセージを表示します。 

 

・動作説明 

「実施回選択」選択欄 

実施回を選択します。選択後、選択した実施回の回答データを取得し、 

高ストレス者データを一覧に表示します。 

また、高ストレス者判定点数を取得し、該当者数とパーセンテージを表示します。 
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「評価方法」選択欄 

高ストレス者の評価方法を選択します。選択後、選択した評価方法にて指定された高ストレス者の

点数を「ストレス反応の点数のみで選定する基準」「ストレス要因と周囲のサポートを加味して選定

する基準」「高ストレス者一覧」に表示します。 

 

「判定」ボタン 

「ストレス反応」入力欄①、「ストレス反応」入力欄②、 

「ストレス要因と周囲のサポート」入力欄に入力された点数を元に 

「ストレス反応の点数のみで選定する基準」と 

「ストレス要因と周囲のサポートを加味して選定する基準」の 

双方の点数から高ストレス者を判定し、「該当者数」表示欄、「パーセンテージ」表示欄、 

「高ストレス者一覧」一覧の内容を更新します。 

また、判定点数の内容を管理ツール設定ファイルに上書き保存します。 

入力内容に問題がある場合はエラーメッセージを表示します。 

 

「点数を初期化」ボタン 

「ストレス反応の点数のみで選定する基準」と 

「ストレス要因と周囲のサポートを加味して選定する基準」の点数を初期値の点数に戻します。 

 

「ストレス反応」入力欄① 

「ストレス反応の点数のみで選定する基準」のストレス反応の点数を入力します。 

数字のみ入力可能です。 

 

「ストレス反応」入力欄② 

「ストレス要因と周囲のサポートを加味して選定する基準」のストレス反応の点数を入力します。 

数字のみ入力可能です。 

 

「ストレス要因と周囲のサポート」入力欄 

「ストレス要因と周囲のサポートを加味して選定する基準」のストレス要因と 

周囲のサポートの点数を入力します。数字のみ入力可能です。 

 

「該当者数・パーセンテージ」表示欄 

高ストレス判定の該当者数とそのパーセンテージを小数点第一位まで表示します。 

 

高ストレス者一覧 

受検者のストレス点数、高ストレス判定の確認に使用します。各列の幅は変更可能です。 
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ヘッダー列を押下することで昇順／降順で並び替えが可能です。 

   

①「氏名」表示欄列 

氏名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

②「職場名」表示欄列 

職場名を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

③「心身の点数(心身のストレス反応の点数)」表示欄列 

心身の点数(心身のストレス反応の点数)を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

④「仕事の点数(仕事のストレス要因と周囲のサポートの点数)」表示欄列 

仕事の点数(仕事のストレス要因と周囲のサポートの点数)を表示します。 

参照のみ可能で、入力は不可です。 

 

⑤「高ストレス者判定(面接指導の要否)」表示欄列 

高ストレス者判定(面接指導の要否)を表示します。参照のみ可能で、入力は不可です。 

高ストレス者と判定された場合は「○」、そうでない場合は「×」が表示されます。 

 

「高ストレス該当者」ボタン 

高ストレス者の確認に使用します。 

「高ストレス者一覧」一覧に高ストレス者と判定された受検者の情報のみ表示します。 

 

「全員」ボタン 

受検者全員の確認に使用します。 

「高ストレス者一覧」一覧に受検者全員の情報を表示します。 

 

「保存フォルダを開く」ボタン 

選択中の実施回の高ストレス者一覧表が保存されているフォルダ 

(ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\高ストレス者)を開きます。 

(N：選択された実施回)  

フォルダが存在しない場合はエラーメッセージを出力します。 

 

「プレビュー」ボタン 

「高ストレス者一覧」一覧(受検者全員分)と同様の 

高ストレス者一覧表の印刷プレビュー画面を表示する。 
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(以下、「印刷」「PDF保存」も出力する内容は同じです。) 

 

「印刷」ボタン 

高ストレス者一覧表を印刷します。 

 

「PDF保存」ボタン 

高ストレス者一覧表を PDF に変換し、 

「ファイルのパスワード」入力欄のパスワードロックをかけた ZIP として保存します。 

保存の際に管理ツール設定ファイルから「ストレス結果の出力先フォルダ」を取得し、 

「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\高ストレス者\ 

高ストレス者一覧表_M.pdf」で保存します。 

(N：選択された実施回)(M：連番) 

パスワードが未入力の場合エラーメッセージを表示します。 

 

「Excel,CSV保存」ボタン 

高ストレス者一覧表を Excel又は CSV に変換し、 

「ファイルのパスワード」入力欄にパスワードロックをかけた ZIP として保存します。 

保存の際に管理ツール設定ファイルから「ストレス結果の出力先フォルダ」を取得し、 

「ストレス結果の出力先フォルダ\ストレスチェック N回目\高ストレス者\ 

高ストレス者一覧表_M(.xls又は.csv)」で保存する。(N：選択された実施回)(M：連番) 

パスワードが未入力の場合エラーメッセージを表示します。 

 

「ファイルのパスワード」入力欄 

帳票をファイル保存する際にロックをかけるパスワードを入力します。16文字まで入力可能です。 

また、本入力欄は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、「ストレス分析(個人)画面」、 

「ストレス分析(職場)画面」)のパスワード入力欄とリンクしており、本入力欄で 

入力した内容は他画面の入力欄に表示されます。 

 

「パスワードを表示する」チェックボックス 

チェックを付けるとパスワードの「＊」表示を解除し原文を表示します。 

チェックを外すとパスワードを「＊」で表示します。 

また、本チェックボックスの状態は他画面(「受検者・未受検者一覧画面」、 

「ストレス分析(個人)画面」、「ストレス分析(職場)画面」)のパスワードを表示する 

チェックボックスとリンクしており、本チェックボックスの状態は他画面の 

チェックボックスの状態に反映されます。 
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「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 
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(17) 報告用データ画面 

 

 

・概要 

「メニュー画面」から「報告データ」ボタン押下後に労働基準監督署へ報告するデータを表示します。 

 

・動作説明 

「実施年月(年)」入力欄 

実施年を入力します。 

入力すると「ストレスチェック対象人数」、「ストレスチェック受検人数」の表示を初期化(空)します。 

 

「実施年月(月)」入力欄 

実施月を入力します。 

入力すると「ストレスチェック対象人数」、「ストレスチェック受検人数」の表示を初期化(空)する。 

 

「報告用データを表示」ボタン 

実施履歴データの「実施回」「実施終了期間」から「実施年月」入力欄に入力された 
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年月の直近の実施回を特定し、その実施回の対象者データから対象者の人数を 

「ストレスチェック対象人数」表示欄に表示します。 

直近の実施回が複数あった場合、複数の実施回の対象者データから対象者の人数を 

加算して表示します。 

(延べ人数ではなく、1人が複数回受検しても 1人として算出します。) 

 

また、「実施年月」から過去 1年間分の実施回の回答データを取得し、 

ストレスチェックを受検した人数を算出して「ストレスチェック受検人数」表示欄に表示します。 

(延べ人数ではなく、1人が複数回受検しても 1人として算出します。) 

 

「MENUに戻る」ボタン 

「メニュー画面」へ遷移します。20ページの「メニュー画面」を参照してください。 


